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誉称の表現と認識
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琴
ーはじめに
中国語の「誉称」は，「美称」と同義語で，物や人を誉めたりする場合
に用いられる言語表現である。例えば，医療現場で日々患者のために献身
的に奉仕する医療関係者を〈白衣の天使〉と称えたりするなどである。こ
のように，誉称は，我々の生活の中で日常的に使用され，人々にとってご
く身近な呼称の一つとなっている。
誉称は言葉という性格上，まず言語学の視点から解明されなければなら
ない。また，誉称は，物事の良い部分に焦点を当て，人びとに伝えるとい
う性格上，その根底にある人びとの物事の捉え方や伝達の方法が検討され
なければならない。従って，中国の誉称を概観することは，中国人の誉称
の言語表現を解明するだけでなく，誉称表現の根底にある中国人の世界に
対する認識や伝達手段を考察することにつながる。いみじくも，哀世全氏
が「誉称は古くから使われてきた常用の呼称である。……しかし，この表
現体系と情報の伝達手段としての誉称に関する専門書及び先行研究はこれ
まで無かった」と述べているように叫誉称の研究は， これまで十分に行
われてこなかったのである。
この小論では，哀世全氏編の『誉称大詞典』を手がかりにして叫そこ
に収録されている3950件の誉称の分析を通して，まず，誉称の言語的特徴
を解明する。そして，人びとが命名する時にいかなる特性に着目し，それ
にどのような意味づけをするかという命名のプロセスを考察することによ
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って，中国人の物事に対する認識のプロセスと伝達の手段について記述し，
これまで解明されてこなかった誉称の分析を行いたい。
なお， この小論では，具体的な語例と用例を挙げながら検討していくが，
紙幅の関係で，誉称の語例だけ挙げている場合は頁数を明記するが，語例
と用例を挙げている場合は，語例の頁数は省略していることを断っておき
たし¥3)。
二誉称の表現
中国の誉称の表現は，直接型，数字型， レトリック型，混合型の 4種類
で構成されている。まず，直接型の誉称から見てみよう。
(1) 直接型の誉称
直接型の誉称は，指示対象の何らかの特性，例えば，功績，才能，役割
などを指示対象に直接同定できる表現である。その表現の様式により，①
既成語の誉称，②合成語の誉称，③慣用文型の誉称に分類できる。
①既成語の誉称
既成語の誉称というのは，すでにできあがった言葉で表現する誉称であ
る。具体的な語例として，次のようなものがある。
語例：
優れもの：精英(13頁），権威(17),金口(60), 元戎(97),女侠(97),英傑
(99), 健将(100), 名将(100), 絶唱(103), 巨撃(174), 佳手
(181), オ子(186), 名著(196), 勝境(196), 榜首(197), 精華
(242), 文豪(335), 明星(349), 能手(493), 魁首(508), 智嚢
(581), 英雄(628), 泰斗(697),典範(1039)……
先駆け：先鋒(105),旗手(111), 開山(198), 先駆(809), 元老(741)……
宝もの：宝剣(108), 珍宝(210), 珍品(248), 国宝(776), 衆宝盆(1006)
人格者：君子(93), 廉吏(93)……
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その他：発源(40), 明鏡(45), 法典(48),領袖(179),奇跡(1042)……
＊（）の数字は頁数。
上記の既成語の誉称を言語学的視点から見ると，〈英雄〉，〈奇跡〉など
の「個体や事態を表す」名詞で構成されていると特徴づけることができる。
また，誉称の意味によってプラス評価を帯びている「優れもの」，「先駆け」，
「宝もの」，「人格者」などに分類できる。そして， これらの言葉は日常的
に頻繁に登場し，ほとんど誉称であることを意識せずに使用する場合が多
ぃ。このような日常生活に浸透している既成語の誉称は，人びとに理解さ
れやす<'気軽に使用できる伝達手段であると言えよう。
②合成語の誉称
合成語の誉称は，「種差＋類概念」という造語法によることが多い。〈改
革＋者〉や〈発源＋地〉というように，〈改革〉・〈発源〉などの種差で指
示対象の特性を表すと同時に，〈者〉 0 〈地〉などの類概念で指示対象の属
する範疇の概念を表している。森岡健二氏は，「名」の範疇を示す機能を
「示差性」と呼び，「名」の特性を表す機能を「表意性」と呼んでいる
が叫 この規定に従うと，合成語誉称の「示差性」にどのような言葉を使
用し，その「表意性」にどのような特徴があるかが問題になる。合成語の
誉称の「示差性」を検討すると，「示差性」を表す「類概念」には，〈人〉・
〈者〉・〈家〉・〈地〉・〈作〉・〈名〉などの接尾辞と接頭辞が使用されている
（表 1・表 2参照）。ちなみに， この接頭辞と接尾辞による「名」の合成法
は， 日本語においても同様に使用されている。森岡氏と石井氏が指摘する
ように，日本語の植物，動物，道具及び専門概念の命名は， この合成法で
構成されている鸞また，合成語の誉称の「種差」の表意性は，次の 4種
類に分類できる。
(a) 「性質・状態によるもの」：奇人，美人，オ人，鉄人，傑作，宝地，巨
匠•・・・
(b) 「行為によるもの」：莫基人，創始人，解放者，征服者，改革家……
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表1 接尾辞合成語の語例
種 差 類概念
オ(176頁），美(334), 偉(698),名(585), 奇(589), 莫基(161), 開
路(229), 発言(231), 保護(490), 領導(542), 播雲撒雨(914), 開 十人
宗(915),掘墓(943),鉄(1016), 創始(1081)……
完成(2),先駆(13),復興(104),締結(117),解放(117),開拓(135),
＋者
模倣(203), 征服(239), 改革(272), 造福(761)……
人性鑑賞(21),人民教育(150), 改革(89), 天才教育(155),人民芸
＋家
術(192),桂冠指揮(403),名(669), 革新(702)……
詞林宗(184),語言巨(224),短編小説巧(234), 国家桂(1057)…… 十匠
発源(34),発祥(623),宝(790), 福(937), 勝(1051)…… ＋地
傑(28),高(195), 開山(247), 代表(47)・…•• ＋作
表2 接頭辞合成語の語例
種差＋ 類 概 、メ--, Cヽ
家(3頁），山(75),巧(83),将(100), 著(196),旦(283),丑(288),
名＋
僧(466),筆(474),言(476),花(477),塑(547),硯(556),繍(557),
宮(560),人(585),珠(603),棲(610),脚(612),馬(852),魚(854),
勝(929), 園(1039), 刹(1046),腿(1064)……
(c) 「社会的事件によるもの」：発祥地，発源地……
(d) 「職業によるもの」：天才教育家，桂冠指揮家，国家桂匠……
「性質・状態によるもの」の場合，指示対象のよい性質と状態が「種差」
である形容詞で明確に表現されているため，誉称の表意性が認識しやすく
なっている。そして，「行為によるもの」と「社会的事件によるもの」の
場合は，〈創始〉や〈改革〉などの動詞を使用することで，誉称の表意機
能が果たされている。一方，「職業によるもの」の場合は，職業を名詞で
示しているため，誉称としての表意性はあまり明確でない傾向がある。例
えば，上記の〈国家鞘匠〉という語例は，〈国家〉がないとただの〈靴屋〉
という意味になり，「国家レベルの靴屋」という誉称の表意性が欠落して
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しまう。従って，この「職業によるもの」の場合，誉称としての表意性を
明確に表出する限定成分や修飾成分が必要となるケースが多い。
③慣用文型の誉称
慣用文型の誉称は，既定の文型で生成する表現である。直接型の誉称は，
既成語や合成語など語彙レベルで構成されるだけでなく，既定の慣用文型
で構成されることも多い。具体的な語例は，表3のようになっている。
〈之〉と〈的〉のある慣用文型は，限定語と中心語の間に〈之〉と〈的〉
を用いて修飾関係を表すものである。〈之〉が文章語に多く使用されるの
に対し，〈的〉は文章語と口頭語の両方に使用される傾向がある。そして，
〈之〉と〈的〉を用いて誉称を構成する場合，〈之〉と〈的〉の前方にあ
る修飾成分は，特性を表す表意性の機能を持ち，その後方の被修飾部分は，
指示対象の属する範疇を表す示差性の機能を果たしている。
「詩人中的詩人」のような表現は，あるカテゴリーの中のある物の性質
が顕著に現れている状況を強調する場合によく使用される方法である。ち
表3 慣用文型の誉称
慣用文型 語 例
治世之能臣(82頁），人民之友(113),詩人之傑(183),新
〈～之～〉の文型 喜劇之星(203),芭醤之冠 (446),書之豪傑(521),群硯
之首(557), 巨人之林(847)……
〈～的～〉の文型
雄癖的演説家(204),天生的音楽家(582),点亮世界的人
(980), 固定太陽転動地球的人(86)・…•• 
勇士中的勇士(56),中国英雄中的英雄(95),詩人中的詩
〈～中的～〉の文型 人(211),小説家中的小説家(223),史詩中的史詩(245),
冠軍中的冠軍(651)……
方向語型四字熟語
南欧北梅(280), 南陳北桓(464), 南張北齊(473),南呉
北範 (1015)... 
対句型の四字熟語
金鎖銅関(55),三筆六詩(169),黒金白那(280),鉄喚銅
喉(285),顛張酔素(521)……
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なみに， この表現法は日本語にも見られ，例えば，「エリート中のエリー
ト」，「プロ中のプロ」，「男の中の男」といった表現がある。
次に，四字熟語の誉称について見てみよう。中国語の特徴として，四字
熟語が数多く使用されている。この特徴は，誉称にも顕著に表れており，
四字熟語の構造を持つ誉称が多数存在している。まず，方向語型の慣用文
型の誉称には「南姓北姓」という構造の特徴があり，南方の指示対象と北
方の指示対象が二つとも高いレベルにあることを表現している。しかし，
〈東姓西姓〉という表現の誉称は，一例も見られないのが興味深い。現に，
中国語の〈南北文化〉という表現は，中国の文化を指しているが，中国語
の〈東西文化〉という表現は，アジアを代表する東洋文化と西ヨーロッパ
を代表する西洋文化を意味している。
中国の広大な国土と多民族社会の特徴から言って，中国文化を南北のわ
ずか二地域に限定して概括することは不可能である。しかし，歴史的に見
ると，黄河中下流域を中心とする北方の文化と，長江中下流域を中心とす
る南方の文化は，中国文化を代表する存在と言える。中国の二大河川であ
る黄河流域と長江流域では，自然環境が大きく異なる。気候は，前者が寒
冷で乾燥，後者が温熱で湿潤である。また，黄河流域はモンゴル草原に接
し，両者の間には自然の障壁が存在しない。農耕民族の居住地は黄河流域
の河谷であり，遊牧民の活動場所は草原である。この地域の歴史的発展に
は，遊牧民と接触する特殊な地理的位置が重要な影響を及ぼしている。
先史時代から生態的な自然環境の異なる様々な人類の集団が，生産様式
・社会制度・風俗習慣などを異にしながら，独自の文化を形成し発展させ
てきている。中国の南北の異なる文化は，南北がそれぞれ独自の軌跡を辿
り，特徴を帯びながら発展してきた。誉称に〈南姓北姓〉という表現があ
りながら，〈東姓西姓〉という四字熟語が存在しないのは， このような中
国の文化的背景を反映したものであろう。このように，言語は地域の文化
に密接に依存しながら，文化が存在して始めて成立する側面が反映された。
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また，対句という修辞法は，詩や詞に常用される手法である。漢詩や唐
詩，宋詞などが発達した中国語にはこの表現法が頻繁に使用され，誉称の
表現にも浸透しているが，対句型の慣用文型の誉称は，「種差・類概念＋
種差・類概念」という構造を持つ。種差の数字・色•金属及び状態の「顛
•酔」などは指示対象の特性を表現し，類概念の普通名詞の〈筆〉・〈詩〉
及び人名の〈金〉・〈張〉・〈素〉などは，指示対象が属する範疇を示してい
る（表3参照）。
ちなみに，表3の語例〈顛張酔素〉をみると，〈顛〉は「錯乱」，〈酔〉
は「酔っ払い」を意味し，いずれもマイナス・イメージがある。しかし，
この誉称の主人公である張旭と懐素は，二人とも唐時代の有名な書道家で
ある。張旭は酒豪で酔うと筆をとったり，頭に墨汁をつけて字を書いたり
した。一方，懐素は，張旭の書道の神髄を継承しながら独自の書道の手法
を創出したが，懐素も張旭のように酒を好んだ。二人とも酔っても素晴ら
しい書道ができることから〈顛張酔素〉と呼ばれるようになった。このよ
うに，誉称の命名にはプラス・イメージの言葉だけではなく，マイナス・
イメージの言葉も使用されている。そして， このタイプの誉称は，四字熟
語に限らず，ほかにも存在している。例えば，下記の iとiの用例が示し
ているように，芸人の馬三峰は，舞台に立つと別人みたいになるために，
〈癖子〉（精神障害者）と呼ばれ，清時代の博学多オの画家王雲は，康熙
皇帝から授けられた官位をたびたび固辞したことから，〈痴子〉（愚か者）
と呼ばれた表現である。
用例： i馬三楓子→（馬三峰） (351頁）， i米顛→（米帝） (457), i清痴→
（王雲） (471), iv画狂→（葛飾北斎） (507) 
＊（）の数字は頁数。
(2) 数字型の誉称
誉称には，数字による誉称の表現法がある。数字による誉称表現には，
第一，第二……のような序数型の表現法もあれば， 1, 2, 3……のよう
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表4 数字表現の語例
環球第一茶(834頁），天下第二泉(941), 威爾第三大傑作(415), 俄
序数型 国第四部喜劇(258),第五吠陀(444),世界第八奇跡(602),貝多芽
的第十交響曲(417)……
魯菜一絶(658), ニ壮士(79),三賢(4), 程門四弟子(5), 北宋五子
基数型
(6), 六妍(477),世界七大奇跡(1040), 唐宋八大家(174), 九省通
衝(1076), 中国十大古典喜劇(294), 蓮社十八賢(64),龍門二十品
(533)・・・
に基数型の表現法もある。数字型の誉称としては，次のような語例を確認
することができた（表4参照）。
まず，序数型の誉称表現では，〈第一〉という序数の使用頻度が最も高
く，〈環球第一茶〉等165例もある。続いて，〈第二〉の序数の27例，〈第三〉
の6例，〈第八〉の 2例，〈第四〉・〈第五〉・〈第十〉の各1例の順になって
いるが叫〈第六〉・〈第七〉・〈第九〉の用例は見られない。このように，
序数型の誉称表現には，〈第一〉の序数がもっとも多く使われ，〈第一〉以
外の序数の使用頻度は非常に少なくなっている。
一方，基数型の誉称表現の場合，〈九〉以外は，実数を使用する表現法
が用いられている。例えば，〈二壮士〉という語例は，「戦国魏人候嵐と朱
亥のこと」と説明されている。また，〈後漢三賢〉という語例は，東漢時
代の王充(27,.._,約97), 王符(35,.._,162), 仲長統(180,..._,220)の三人の哲学者
を指している。こうした用例は，特定の人物の存在を際立たせることによ
ってその誉称の表意性を表現しようとしている。さらに，〈九省通衝〉と
いう語例は，湖北省武漢が楊子江と漢水の合流点に位置し，陸海空交通の
要衝にあるため，「九省に通ずる道路」という意味の誉称表現が用いられ
たと思われる。しかし，この〈九省〉は，実在する〈九省〉を意味するも
のではなく，陸海空から四方八方に通じる場所という意味で使用されてい
る。
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中国の文化において，〈九〉は特別な存在である。〈九〉は「実数」とし
て使用される場合もあるが，「虚数」として使用する場合は「多い」とい
う意味合いで用いられる。劉師培は，その著『古書疑義挙例補』において
「凡数之指其極者，皆得称之為九」と指摘し叫『詞源』では，『「九」虚指
多数』と指摘している。古代では，中国の行政区域を「九州」に分け，の
ちに「九州」は，中国の代名詞として「全国」を意味するようになった。
また，古代中国人は，天空を〈九層〉に分け一番上を九層天と表現してい
る。その他，〈九重宵〉，〈九宵天外〉，〈九天攪月〉などの〈九〉も，天空
の一番高いところを意味している。さらに，中国語には，〈九曲回腸〉，
〈九回腸〉という言葉があるが， これは，お腹の腸がくねくね曲がってい
る状態を指している。この場合も，「虚数」の使用法の表現である。
(3) レトリック型の誉称
レトリック (rhetoric: 比喩）型の誉称というのは，ある特定の人物・
事柄・場所などを誉称で表現する場合，別のものを媒介してレトリックを
用いて表現するものである。レトリック型の誉称には，命名する側の深層
心理が端的に反映されるため， レトリックで用いられるメタファー
(metaphor: 隠喩）やメトニミー (metonymy:換喩）は，個々の人間の言
語活動や認識活動と深く関わっている。従って， レトリック型の誉称の考
察は言語の表現を解明することになるだけでなく，言語の根底にある人間
の認識という深層を解明することにも繋がる。
①誉称とメタファー
メタファーとは，物事や概念の何らかの類似性に基づき，一方の物事や
概念を他方の物事や概念に写像して表現する比喩のことである。特に，あ
る概念をほかの概念を媒介して認識するメカニズムとして用いるメタファ
ーは，「概念」メタファーと呼ばれている凡例えば，「人生は旅である」
という表現は〈人生〉という概念を理解させるために，〈旅〉という概念
を媒介して理解させようとしている。中国では，教師の誉称として，〈園
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丁〉という表現が用いられている。この誉称は中国の社会では頻繁に使用
されているが，〈教師〉と〈園丁〉にはどのような繋がりがあるのであろ
うか。
リチャーズは，メタファーによる表現過程の基本要素として，「趣意」
(tenor), 「媒体」 (vehicle), 「根拠」 (ground)の3つに着目している。
「趣意」が叙述としての概念に対して，「媒体」は対象概念を伝えるための
比喩の手段としての概念である。また，「根拠」は，「趣意」と「媒体」を
結びつける関連性や類似性を示す概念である。リチャーズによれば，メタ
ファーには，ある「根拠」に基づき「媒体」を使って「趣意」を表現する
という記号過程が存在する叫教師を「園丁」と呼ぶメタファーの表現の
伝達過程をリチャーズの 3要素で表現すると，「趣意」は教師で，「媒体」
は園丁ということになる叫では，教師と園丁を関連づける「根拠」とは
何か。この「根拠」については，次の例を参考に検討してみよう。
O課堂是教師耕転的責任田，但更是学生牧獲的荘稼地。（田がある）
O耕転教壇必先耕転個人的田地。（土を耕し雑草をとる）
O播種知識，播種智慧，播種理想。（種をまく）
0教師在教育田園里，春風化雨。（苗を育てる）
O辛勤培育花染，収獲民族希望。（花を咲かせる）
O老師，悠是一位辛勤的園丁，当我何這柔軟的花菜被害虫所欺負時，悠
就用勤労的双手為我何除害。（害虫を捕る）
O辛勤耕転結碩果。（実がなる）
O老師的桃李満天下。（収穫した実がたくさんある）
これらの表現に登場する耕土，雑草取り，種まき，水やり，施肥，虫取
り，開花，実り，収穫などの用語は，いずれも〈園丁〉が植物を育てる過
程の知識に関係する言語表現である。それにも関わらず， これらの表現は，
すべて教師が生徒を育てる場合の過程で使われている。この用語例から明
らかなように，私たちは，生徒を育てる教育現場で進行するプロセスと植
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物を育てる時に進行するプロセスとを関連づけて認識しているのである。
このことは，私たちの概念体系のなかに，「教師は園丁」という概念メタ
ファーが形成されていることを意味している。この表現メタファーの記号
過程を記述すると，「趣意」は〈教師〉，「媒体」は〈園丁〉，「根拠」は
「育成過程の類似性」ということになる。
誉称には，上記のように，概念領域の類似性や共通性に基づき，一方を
他方に喩える表現はほかにもある。例えば，〈大学〉を〈揺藍〉（揺籠）と
呼び，〈家庭〉を〈学校〉と呼ぶ表現である。これらの〈園丁〉・〈揺藍〉・
〈学校〉などの媒介物は，特定の個別的な対象の概念メタファーとして使
用され，それぞれの概念が並立的に存在している。しかし，誉称のメタフ
ァーには，構造化されている集合的な概念メタファーとして使用されてい
るものもある。以下では，親族関係のメタファーから見てみよう
(a) 親族関係のメタファー
親族関係のメタファーに使われる概念メタファーは，すべて親族の上位
者を対象にしたものである。親族関係のメタファーは，日常生活の経験や
文化に基づき，「趣意」である指示対象とそれぞれの「媒体」である親族
名称の概念との類似性を「根拠」として表現している。
下記の語例と用例として挙げた〈祖先〉は，家系の初代の概念であり，
ある物事を最初に始めた人という概念に関係づけられる。中国では，祖先
は古い時代から超自然の神として崇められている。周時代（紀元前1100頃
～前256年）の鐘や鼎には，祖先を謳歌する銘文の刻印が見られ，祖先崇拝
は古代文化の遺物である。そして，〈父〉と〈母〉の語例と用例は，ある
物事を誕生させた人という概念に関係づけられ，また，〈叔父〉という親
族名称の使用例は 1例しか確認できないが， この用例は指示対象が初期の
キリスト教思想に大きな影響を与え，生みの親として表現される〈父〉に
近い存在という意味で使用されている。
語例：祖（祖先）：始祖，鼻祖，初祖，開祖，祖先，開山祖，宗祖，老祖宗
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宗（祖先）：宗，宗聖，正宗，大宗，正伝之宗，宗匠，詩宗，辞宗，
開宗人•…•• 
祖父（祖父）……
父（父）：父，父親，教父，国父，慈父，父輩……
母（母）：母母親……，
叔父（叔父）……
用例： i日本大和絵的初祖→（「聖徳太子像」） (513頁）， i外科之宗→（呉
尚先） (809), i原子弾的祖父→（愛因斯坦） (704), iv日本近代哲
学之父→（西周） (23), V錨母→（居里夫人） (737), vi基督教的叔
父→（塞涅f-)(60) 
(b) 人間関係のメタファー
人間関係のメタファーは，私たちの日常生活と文化に基づくものである。
下記の語例で，媒介として使用している〈大師〉・〈国師〉・〈先生〉などの
メタファー概念は，いずれも社会の上位者の概念である。この〈師〉や
〈先生〉などを媒介として使用することは，中国の伝統文化と深く関わっ
ている。中国では〈師〉は特別な存在であり，〈師〉を尊敬することは中
国文化の重要な特徴の一つである。学校と教師の萌芽といえるものは，す
でに原始社会の末期に現れており，教育を職業とする教師の誕生は，孔子
が私学を設立させて以後のことである。教師を重んじる風潮は戦国時代か
ら存在し，呂不尊は，『呂氏春秋』の中で「古之聖王，未有不尊師者」と
述べている 11)。また，中国古典『国語・晋語』に引用している槃共子の言
葉「民生於三，事之如ー：父生之，師教之，君食之」のように叫古代で
は，師を君• 父と同等に重んじ，「一日為師，終生為父」という言葉さえ
ある。このような伝統文化の背景のもとで，〈大師〉や〈国師〉の概念を
媒介として，指示対象を認識させることは，きわめて効果的な伝達手段で
あると言えよう。
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語例：師（先生）：大師，教師，国師，法師，天師，師表，先師，祖師，祖
師爺，宗師...… 
先生（先生）……
用例： i中国国学大師→（章姻麟） (96頁）， i正学先生→（方孝儒） (90) 
(c) 王族のメタファー
王族のメタファー表現は，私たちの王族に対する知識に基づいている。
下記の語例で挙げている王族の名称のうち，特に〈王〉という概念が数多
＜媒介として使用されている。また，下記の用例から，王族のメタファー
の誉称は，天下を率いる王族及びある分野の第一人者と首座に位置する者
の2つの概念の類似性を根拠として成立させていることが分かる。
語例：王（王）：王，大王，国王，詩王，帝王，親王，覇王，鼓王，郵王，
鬼王，歌王，猫王，太陽王，槍王，鷹爪王，鐘王，千斤王，
拳王，薬王，油王，航海王，船王，女王，王后……
皇帝（皇帝）：天皇，教皇……
皇后（皇后）：皇后，女皇……
王子（王子）……
公主（姫）・•…• 
用例： i素王→（孔子） (1頁）， i電影皇帝→（金焔） (336), i元冤女皇→
（玩玲玉） (335), iv数学王子→（高斯） (673), V科学公主→(I馬麗
• 居里） (699) 
(d) アニミズムのメタファー
アニミズム (animism)のメタファー表現は，私たちのアニミズムに関
する知識に基づき，指示対象が優れたものであることを認識させる。下記
の語例をみると，誉称には，〈天使〉や〈神医〉などのプラス・イメージ
のアニミズムのメタファー概念もあれば，〈魔鬼〉や〈鬼匠〉のようにマ
イナス・イメージのメタファー概念も多数使用されていることが分かる。
また，用例をみると，有名な詩人の李賀は〈鬼オ〉と呼ばれていたり，軒
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から軒へ飛び，壁を伝って走ることができる清末期の武道家の張長禎は，
〈怪傑〉と呼ばれたりしている。このことは，アニミズムのメタファーの
誉称が，好い印象で自然を超越した〈神〉や〈仙〉のプラス・イメージの
概念を使っているだけでなく，悪い印象の〈魔〉や〈怪〉などのマイナス
・イメージの概念も使って指示対象の持つ不思議な力を表現していること
を示している。
語例：天（神）：天使，天師，天才，天城，天子，天童，天堂，天馬，天鐘，
天尺，天池，天府，天仙，天梯，天路……
仙（仙）：仙公，歌仙，詩仙，女仙，仙手，墨仙，仙品，棋仙，仙人
飯，仙鶴，仙草，仙果，仙子，扇仙，仙居，仙境，天仙
神（神）：神剣，神舌，神童，女神，守護神，神弓，神筆，神品，神
工，針神，雷神報，神拳，神槍，神力，神腿，神算家，医
神，神医，神泉，神殿，太陽神，神像…•••
仏（仏）：仏祖，鉄脚仏，仏灯……
聖（聖）：聖人，薄聖，述聖，亜聖，聖経，兵聖，聖典，聖者，聖哲，
聖徒，聖書，聖城，聖地，聖寺，聖母，聖相，聖雄，至聖，
聖手，詩聖，詞聖，歌聖，徘聖，劇聖，楽聖，画聖，草聖，
書聖，棋聖，腎聖，大聖，算聖，聖水，医聖，茶聖，聖河，
聖岳……
魔（魔）：魔鋸，魔鬼，魔王，魔賭，魔鏡，拳魔，魔石……
鬼（鬼）：鬼オ，魔鬼，鬼匠……
奇（不思議）：奇オ，奇跡，奇絶，奇人，奇効，奇疏，奇松，奇峰
怪（化け物）：怪，怪傑，怪石……
霊・魂（霊・魂）：霊魂琴魂魂柱……
用例： i白衣天使→（医護人員） (817頁）， i詩仙→（李白） (172), i神医
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→（華佗） (799), iv鉄脚仏→（尚雲祥） (616), V拳魔→（察桂勤）
(617), vi鬼オ→（李賀） (176), vi報界奇オ→（黄遠生） (579), vi 
東方兵聖→（孫武） (50), ix怪傑→（張長禎） (616), X舞踏的霊魂
→（音楽） (406) 
(e) 著名物のメタファー
著名物のメタファーは，私たちの日常生活や文化の経験に基づいている。
下記の語例で示されているように，著名物のメタファーには，数多くの著
名人の概念及び著名なものや場所の概念が使用されている。このメタファ
ーは，私たちが未知の具象物を既知の著名物に見立てて，その未知の具象
物を認識させる上で非常に有効な方法であろう。
著名人の語例：
中国人：孔子(1頁），申韓(85), 尭舜(89), 老杜（杜甫） (180), 辛棄疾
(186), 曹植(269), 李白(269), 程長庚(271), 梅蘭芳(282), 鄭
鞘奮(580),伯楽(668),扁鵠(797)……
外国人：黒格爾(13),伏爾泰(16),班白尼(38),達爾文(39), 凱恩斯(39),
柏皮尼安(45),奥古斯丁(62),希羅多徳(109),馬可波羅(111),
拿破倫(118),華盛頓(117), 麿悛(124), 亜里斯多徳(136), 左拉
(192), 謬斯(202), 薩廻(207), 荷馬(214), 拉伯雷(216), 沙士
比亜(217), 司各特(218), 華絃華斯(219), 海涅(221), 非尼丁
(222), J火更斯(227), 馬克・吐温(230), 高爾基(232), 易卜生
(235), 雨果(235), 馬亜可夫斯基(240), 辛克莱(240), 契詞夫
(241), 保爾・オ可察金(283), 果文理(317), 荒伯納(318), 貝凱特
(323), 労莱(334), 恰代(336), 銭拉•非力浦(337), 嘉宝(339),
秀蘭・部波児(339),卓別林(346), 莫礼特(371), 帖格尼尼(384),
格林長(386), 宙斯(387), 米開郎基羅(387), 肖邦(388), 巴赫
(391), 貝多芽(392), 柏帯(393), 徳彪西(397), 勃拉拇斯(397),
蘇薩(398), 禰賽亜(421),部肯(439), 米勒(484),木可勒喬(482),
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拉斐爾(485), ~ 納莱托(489),普桑(490), 荷爾拝因(496), 維納
斯(546),福爾摩斯(584),牛頓(664),欧幾里得(667),阿貝爾
(675), 亜歴山大(678),居里夫人(701),梅林(704), 以賽亜(704),
愛迪生(709), 秋拉克(719), 西塞羅(798), 希波克拉底(798),舒
倫布(889),達・芽奇(982),林白(1067), 奥納西斯(1068)……
著名なものの語例：
中国のもの：『天仙配』 (47頁），熊猫(779),人参果(783), 人参(821)……
外国のもの：聖経(32), 恰仏大学(159), 剣橋(159), 伊利亜特(197), 『伊
索寓言」 (245), 《伊利昂紀》 (249), 《馬賽曲》 (250), 《独立
宣言》 (256), 《葉甫蓋尼•奥涅金》 (257), 《羅密欧与朱麗葉》
(260), 旧約全書(407),新約全書(411),第五吠陀(444),西
斯廷大教堂(552),聯合国(632),麦加(733), 比薩斜塔(1042),
金字塔(1050)……
著名な場所の語例：
中国の場所：長城(607頁以下同），江南(931), 西双版納(933),杭州(938),
瑶池(942) ・・•… 
外国の場所：華爾街(42), 直布羅陀(59), 凡爾賽(132),緑之角(865),第
谷(891),夏威夷(952), 日内瓦(953), 巴黎(960),紐約(968),
瑞士(969), 秋徳羅(974),底特律(1029),魯爾(1068),敦刻
爾克(1072)
(f) 擬人化メタファー
擬人化メタファーというのは，物理的物体に人間としての特徴を与え，
人間に見立てる表現法である。例えば，用例のように，〈水雷〉を〈伏兵〉
と呼び，〈興趣〉（興味）を〈最好的老師〉と呼ぶメタファーがある。この
メタファーを通じて，われわれは，物理的物体について，人間の広範囲の
経験や動機・性格・活動などに擬えて理解することができる。
用例： i水下伏兵→（水雷） (54頁）， i最好的老師→（興趣） (157) 
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(g) 擬物化メタファー
擬物化メタファーというのは，下記の用例で人間をぐ活字典〉と呼ぶよ
うに，人間に物理的物体としての特徴を付与し，人間を物体に見立てる表
現法である。このメタファーを通じて，われわれは，人間を物理的物体の
性格や特徴という観点から理解することができる。
用例： i活字典→（陳復祥） (640頁）， i鋼鉄長城→（中国人民解放軍）
(52) 
以上の概念メタファーは，その多くが私たちの日常生活や文化的な経験
• 知識に基づいているが，メタファーには，私たち人間の身体上の経験に
基づく「高さ」と「大きさ」の表現法もある。
(h) 高さのメタファー
高さのメタファーは，人間の身体上の経験と文化に基づいている。人間
の身体は，上に向って成長する。また，オリンピックなどの表彰式では，
金メダルの勝者は一段高い表彰台に立たせる。私たちは，そうすることに
よって，抽象的な社会的上位概念に物理的上位を与え，抽象的な下位概念
に物理的下位を与えている。このような相関性が誉称にも反映される。例
えば，下記の用例が示すように，高い志を持つ「徐椰」を〈高士〉と呼び，
『源氏物語』を〈日本古典文学の高峰〉と呼ぶような関係づけが行われる。
抽象的な上下概念を物理的な上下に移行させる表現法は，他にも見られ
る。中国語で，嬉しいことを〈高興〉と言い，気品が有ることを〈高雅〉，
高給を〈高薪〉と表現するのに対して，品が無いことを「低俗」，安月給
を「低薪」と表現する。この身体に基づくメタファーの表現は， 日本語に
も同様に見られる。日本語で，機嫌が大変よいことを「上機嫌」と言い，
気品のあることを「上品」，品がないことを「下品」と表現する。
また，英語でも， "I'mfeel up" (気分は上々だ）とか "I'mfeel down" 
（気持ちが沈んでいる）などの表現が使われる。‘、HAPPYIS UP; SAD IS 
DOWN"という表現は，「高さ」のメタファーが恣意的なものではなく，
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人間の身体的・文化的経験に基づく共通認識の反映であることを物語って
いる。
用例： i南州高士→（徐榔） (82頁）， i日本古典文学的高峰→（『源氏物語』）
(248) 
(i) 大きさのメタファー
「大きさ」のメタファーは，人間の身体的経験と文化的経験に基づいて
いる。一般的に身体の大きな人は，小さい人よりもパワーがある。知識や
技能の豊富な人にもパワーがあり，資金力の大きな政治団体や組織は，大
きなパワーを発揮する。このように，抽象的概念の社会的パワーと物理的
パワーとの間に相関性が成立する。それ故，誉称では「亜里士多徳」（ア
リストテレス）を〈偉大的思想家〉と呼んだりする。この指示対象を大き
なものに擬えて称える表現は，中国の文化と深く関わっている。彰国躍氏
によると，中国文化の陰陽価値観では，善いことは陽，悪いことは陰を意
味する。また，高いことや大きいことは陽を意味し，低いことや小さいこ
とは陰を意味する。そして，「高・大」と「善」は同一の価値を持ち，「低
• 小」と「悪」は同一の価値を共有する。このような価値観に基づき，中
国語の敬語の尊辞例として，〈高名〉（御名前），〈高齢〉（御年），〈大作〉
（御作品），〈大人〉（旦那様）などがあり，謙辞では，自分を謙って〈下人〉，
〈小人〉と表現するように，他人のことを高く持ち上げ，大きなものとし
て表現し，自分を低いもの，小さいものとして表現する 13)。この中国文化
の陰陽モデルは誉称にも反映され，物事をよいものとして伝逹する時には，
上位の大きなものとして表現するのである。しかし，価値観というのは，
社会や文化或いはサブカルチュアによってそれぞれ異なる。故に， ここで
述べている中国語・日本語・英語で「高」・「大」の概念にプラスの価値を
与え，「よいもの」を「高い・大きいもの」として表現する反対の価値観
もある。例えば， ヨーロッパのトラピスト修道院のような宗教社会では，
「小さいことはより良いことである」という価値観を持っているところも
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ある呪
用例： i古代最偉大的思想家→（亜里士多徳） (14頁）， i詩界革命之巨子
→（丘逢甲） (191) 
②メトニミーと誉称
メトニミーは， 2つの物事や概念における隣接性，さらには広く 2つの
物事の概念上の隣接性や関連性に基づき，一方の物事や概念を他方の物事
や概念で表現する比喩である。メトニミーには， 2種類の隣接性がある。
一つは，「ヤカンが沸いた」の〈ヤカン〉が，〈ヤカン〉と隣接する（〈や
かん〉の中身である）〈お湯〉を表すように，同一空間の中で〈ヤカン〉
と〈お湯〉のように隣り合って存在しているような空間の隣接性である。
もう一つは，事態と事態とが時間的に隣接する場合である。例えば，「チ
ャイムが鳴ると授業が始まる」というように，ある事態が生じると別の事
態が引き起こされるような場合である。この場合における 2つの事態の関
係は，論理的な関係則ち因果関係として特徴づけられる。以下では，誉称
に関連するメトニミーの用例の表現法を見てみよう。
用例：
部分で全体： i黄抱仏国→（泰国） (76頁）， i香山大師→（最澄） (68) 
作品で作者： i秦婦吟秀才→（窟庄） (177), iv雨巷詩人→（戴望舒） (193) 
結果で原因： v符青菜→（符験） (92), vi銀幕頭号壊蛋→（王献斎） (331) 
上記の用例の i• iは，空間的な隣接性に基づくものである。〈タイ国〉
を〈黄抱仏国〉（黄色袈裟の仏国）と呼ぶのは，タイ国は仏教を国教と定め，
仏教を敬虔に信仰する国民が90%以上に達している。全国には数多くの寺
院があり，黄色の袈裟を着た僧侶が至る処にいるから，〈僧侶〉という
「部分」を代表として〈タイ国〉の「全体」を表す誉称が付けられている。
また，〈香山大師〉と言うと，最澄のことである。最澄は，比叡山にお寺
を建立し，晩年には大乗戒壇の設置に尽力したため，〈香山大師〉と呼ば
れるようになった。これらのメトニミーは，本来あるものの一部分を表す
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語で全体を表す場合に用いられる表現である。部分を表す語で全体を表す
場合に部分として選択されるものは，全体を構成する他の部分と比べて，
何らかの意味で重要なものか顕著性が高いものかのいずれかであると考え
られる。
上記の用例i・iv・v・viは，時間的な隣接性に基づくものである。用
例iの〈茸庄〉は，現存する唐詩の中で最も長い作品である『秦婦吟』の
作者であることから，この誉称が付けられた。用例iv「詩人」の発表した
『雨巷』という作品は大きな反響を呼んだため，〈雨巷詩人〉と呼ばれる
ことになった。また，用例vの明王朝の官僚〈符験〉は，清廉で生活が質
素で毎日野菜だけを食したために，〈符青菜〉と呼ばれた。用例viは，指
示対象が映画で見事に悪役を演じたために，〈銀幕頭号壊蛋〉（銀幕一番の
悪党）と呼ばれた。このように，メトニミーの本質的な機能は，特定の部
分，則ち「悪党の役」とか「質素な食事」に焦点を合わせ，隣接する部分
すなわち「素晴らしい演技」と「清廉さ」をイメージさせるのである。
野内氏は，その著『レトリックと認識』において，メトニミーには「経
済性」，「表現性」，「婉曲性」という 3つの表現の効果があると指摘してい
る15)。ここでは， この 3つの表現の効果と誉称の関係について考えてみよ
う。まず，よい誉称には，メトニミーの「経済性」が不可欠である。例え
ば，上記の用例i 〈雨巷詩人〉の場合， ＜どい説明をさけて簡略に伝えた
い内容が表現されている。誉称には，「表現性」も極めて重要な要素であ
り，指示対象の特徴を捉えた誉称表現は，受け手の指示対象に対する印象
を深めることができる。しかし，誉称には，「婉曲性」の表現は見られな
かった。それは，誉称表現はよい点を褒め称える事柄に関係するからでは
ないかと推察される。褒め称える誉称表現には，遠慮は必要ではないが，
トイレに行く場合，〈お手洗い〉という婉曲性のメトニミーの表現が必要
とされ，日常的に使用されている。
③誇張法
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誇張法とは，ある現実の状況を表現するのに，普通ではもの足りず，著
しく大げさに言う表現法である。その用例として，次のような用例がある。
用例： i楊無敵→（楊業） (87頁）， i賽活狼（孫副全） (615) 
この用例 iの大将楊業は，戦場では戦略のオがあり，よく勝利を収めた
ことから〈楊無敵〉と呼ばれた。また，用例iの孫副全は，太極拳の創始
者である。彼は武術の達人で動きが俊敏であることから，〈賽活狼〉（活き
猿に勝る）と呼ばれた。中国語にはこのような誇張的な表現はよく使用さ
れている。例えば，唐詩には李白の「白髪三千丈，縁愁似個長」（『秋浦歌』）
や，「飛流直下三千尺，疑是銀河落九天」（『望鷹山瀑布』）などの名句があ
る。蘇東披の妹は，蘇東披の長い顔を椰楡して「去年一滴相思涙，至今末
流到聰辺」（『蘇小妹戯東披』）という誇張的な表現で嘲弄する。また，私
たちは，会いたい人に自分の会いたい気持ちを伝える時には「一日不見如
三秋」と言ったり，人から有益な話を聞かされた時には「与君ー席話，勝
読十年書」と感慨を発したりする。さらに，日常生活の中で，例えば，疲
れた時には〈累死了〉，お腹がすいた時には〈餓死了〉，大笑いした時には
〈笑死了〉， とても嬉しい時には〈高興死了〉と表現する。つまり，良い
場面でも良くない場面でも「死ぬほど……」という過剰な表現を使用する。
こうした誇張法で表現すると，他人の関心や注目を集めやすいという効果
がある。誇張法で誉称を命名するとインパクトが大きいため，受け手は，
指示対象を認識しやすく，また，誉称を覚えやすいというメリットを期待
できるのである。
(4) 混合表現の誉称
中国の誉称には，以上のような直接表現，数字， レトリックなどを用
いた表現法があるが，いろいろな表現法が混在した混合表現の誉称も数多
く見られる。以下では，その用例について簡単に検討してみよう。
混合表現の用例： i書棚→（陸澄） (83頁）， i天下第一関→（山海関） (939) 
用例 iは，陸澄は博覧強記であることに加えて，行住坐臥の時でも常に
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書物を身につけていることから，〈書棚〉（本棚）と呼ばれている。人を
〈本棚〉と捉えるこの表現法は，擬物法のメタファーとして位置づけるこ
とができる。しかし，この誉称は，多くの本を通読し，博覧強記の陸澄を
〈本棚〉に見立てて表現していることから，概念メタファーが関係してい
ると言える。用例iの「山海関」は，万里の長城の起点である。ここは，
古代から平時には経済文化交流の中心地となり，戦時には戦いの要衝とし
て争われる場所であるという意味で，〈天下第一関〉と呼ばれている。し
の誉称には，数字表現と誇張法の 2つが関わっている。
おわりに
この小論では，誉称は未知の指示対象の「よい部分」を伝達する場合，
直接型，数字型， レトリック型，混合型などの表現体系が使用されること
を明らかにした。また，誉称を命名する場合，中国人の着目する指示対象
の特性に対する価値概念を整理してみると， 13の項目が存在することを確
認することができた（表 5参照）。
表5誉称の価値概念
①優れもの ②先駆け ③宝物 ④人格者 ⑤起源 ⑥他の優れた特徴に喩
えられた物 ⑦社会・親族の上位者 ⑧ある分野の第一人者 ⑨超自然的な
物事 ⑩著名物 ⑪擬人化・擬物化された物 ⑫高い物 ⑬大きい物
誉称というのは，指示対象の「よい部分」に焦点を当てプラスの価値を
付与して，人びとに伝達する呼称である。表5に纏めた誉称の価値概念は，
中国社会のプラス評価の体系といえるものである。これらの価値概念の体
系は，中国人の「よいもの」への認識指向性を反映するものである。さら
に，この価値概念の体系を通じて，誉称を命名する時に中国人が認識する
「よいもの」を「宝物」・「超自然的な物事」・「高い物」などとして表現す
るという伝達方法を読み取ることができる。
この小論では，中国の誉称を中心に検討したが，誉称は社会や文化が異
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なると，表現方法や価値概念も異なる。それ故，誉称の分析には比較の視
点が必要になるが，今後の研究課題としたい。
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